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【表紙写真】
静かなブーム！ クリームソーダで「涼」を
❶：カヤバ珈琲（東京都台東区）
❷：さぼうる（東京都千代田区）
❸：珈里亜（かりあ）（東京都杉並区）
❹：眞踏（まふみ）珈琲店（東京都千代田区）
❺：サーティーンカフェ（東京都新宿区）
❻：喫茶ギオン（東京都杉並区）
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　北出正之さんから、写真集『祭時記－すばらしき
三重の祭りと民俗行事－』が届いた。北出さんは長
年にわたり三重県本部の事務局長を務められた方
で、写真で数々の賞に輝くその腕前に、東京で開
催される表彰式の撮影をしていただいている。
　余暇の大半を費やして三重県内の海や山、町、
農村を巡った取材活動は700回にのぼり、撮りた
い祭りの一瞬を逃したときは、また１年後にチャ
ンスを狙うとのお話を伺ったことがある。物静か
な北出さんがカメラに収めた祭りや民俗行事には、
五穀豊穣を願う、疫病退散を祈る、自然と真摯に
向き合う人々のたぎる熱情や興奮があふれていた。
　カメラは被写体を写すだけでなく、カメラを向
ける人の心を表す。まさに、生まれ故郷である三
重の風土を愛する北出さんの想いが伝わる珠玉の
写真集である。

　振り返ってみると50年に及ぶ写歴
の中で、最近10年間はテーマを三
重県内の祭りや民俗行事に絞り込ん
で撮り続けてきました。祭りの本質
は「祈り」と考えます。自然界の一員
である“人”は、壮大な力に満ちた大
自然と対峙しながら生きていく中で、
五穀豊穣や無病息災など数多くの
願いを求めつつ、人知の及ばない願い事に自身の無力さを
感じたとき、神仏への「祈り」に心の拠りどころを求めます。
　いま一番危惧するのは、新型感染症の蔓延によって、本
来心の拠りどころとして生きる力であり続けてきた祭りや民
俗行事を過去のものとして置き去りにしてしまうのではないか
ということ。人々の祈りが後世へ受け継がれますようにと願う
ばかりです。

『小さな親切』誌では、下記のテーマの写真を募集。
お写真は本誌やWebサイトに掲載するほか表紙に使
用させていただく場合があります。採用された方には、
粗品をプレゼントいたします！
◦親切な風景
◦あなたの街の素敵な風景
◦あなたのほっとする場所

〈申込方法〉
◦お写真は紙焼きではなく、下記の方法でデータでお

送りください。
【メール添付】skm1963@kindness.jp
【DVDなどを郵送】
〒101-0061　東京都千代田区神田三崎町2-20-4
公益社団法人「小さな親切」運動本部　写真募集係

〈注意事項など〉
◦写真のサイズ：（スマホの場合）800KB以上
　（デジタルカメラの場合）3,456×2,304ピクセル

以上
◦人物がうつっている場合は、肖像権の侵害がないよ

うご配慮ください。
◦他のコンテストなどへの応募作品はご遠慮ください。

「祭りを祈りの場として生きる力を得る」
人々の祈りが後世へ受け継がれますように
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勝手神社神事踊（三重県伊賀市）

北出正之さん

写真集『祭時記』（月兎舎刊） 三重県内の主要書店
及びネット通販（楽天・アマゾンなど）で販売中。
Official site▪http : //mkitade - film. jp/

たち「小さな親切」運動の役員は、全国各地で
の「小さな親切」実行章贈呈式に出向き、受章

者に感謝の誠を捧げている。
　６月１８日（金）、私は武蔵大学（東京都練馬区）で
角
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さん（59歳）への実行章贈呈式に出席した。
東日本大震災の被災地や、海外の貧困地域での支援
活動に多大な貢献をなさっているとは聞いていたの
だが……。
　学長室で、初めて角田さんにお目にかかったとき
の驚き。なんと、“ちょんまげ”のカツラをかぶった、
満面笑みの男性が目の前に現れたのだ。この方が、

「ちょんまげ隊長ツンさん」と呼ばれるボランティア
活動家。もともとサッカーの熱心なサポーターであ
る角田さんは、2008年の北京オリンピックの際、
ちょんまげ姿で日本代表を応援し注目を集めた。そ
の後、東日本大震災をきっかけにボランティア活動
を始め、東北の被災地での支援活動は150回以上。
エチオピアやネパールなど、15カ国以上の海外での
支援活動も続けている。

月末には、NHKの『ラジオ深夜便』で、「サッ
カーから広がる支援の輪」というテーマでイ

ンタビューに応じた。残念ながら角田さんの出演回
は聴き逃したが、角田さんは、ちょんまげ姿でボラ
ンティア活動を行う理由として、
　「東日本大震災の被災地で
避難所を回ったとき、ちょん
まげ姿の僕を見つけて子ども
たちがたくさん集まってきま
した。子どもたちを笑顔にす
るぐらいだったら、僕にもで
きる。全体を見るのは国に任
せて、僕ら民間ボランティア
は目の前にいる人だけでも笑
顔にすればいい、と思っています。」と語っている。

呈式会場の武蔵大学は角田さんの出身校で、当日は学長
の山嵜哲哉氏にもご同席いただいた。角田さんは「大学生

の頃はほめられたことは一度もなく、今日がこの大学では初めて
の表彰です。」というジョークのあと、深々とちょんまげをのせ
た頭を垂れた。
　「小さな親切」実行章の累計受章者は、運動発足から58年を迎
え、ついに今年600万人を超えた。コロナ禍をはじめ苦難の絶
えることのない人の世。しかし、自分よりも他

ひ

人
と

の幸せを思い、
親切を実行することで一筋の救いが見えてくるでしょう。これか
らも心をつないで、がんばりましょう！

（角田さんの関連記事は、4～5頁にも掲載）
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表紙になるかも？
あなたの写真で全国に温もりを
届けてみませんか
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（右から）運動本部・鈴木恒夫代表、
角田寛和さん、武蔵大学・山㟢哲哉
学長、運動本部・小林和明副代表
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